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災害時に使えるものを作りたい

ケミカルライトは電源がとれなくても使用できる

既存のケミカルライトよりも長時間、高光度を
維持できるケミカルライトを作ろうと考えた



励起状態

化学エネルギー
化学発光

基底状態





1. ケミカルライトを分解する

2. 蛍光色素を含む溶液と酸化剤に分ける

3. ２を暗所で混合する

4. 混合液を入れたビーカーを５回振り、照度計で光度
を測定する

5. １分ごとに光度を測定する（２０分）
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A1液 フタル酸ジブチル 50 ml,シュウ酸ビス 500 mg,
ローダミンB 50 mg 

A2液 フタル酸ジブチル 50 ml,シュウ酸ビス 500mg,
エオシンY 50 mg

B液 フタル酸ジメチル 80 mlB液 フタル酸ジメチル 80 ml
t-ブチルアルコール 20 ml
35 %過酸化水素水 5 ml
サリチル酸ナトリウム 8 mg



1. A1液とB液、A2液とB液を暗所で混合する
2. 混合液をガラス棒で混ぜ、照度計で光度を測定する

3. その後 1 分ごとに光度を測定する（これを 20 分間
続ける）
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既存のケミカルライト３種の明確な違いは何なのか

商品名 過酸化水素水濃度

大閃光極 1%未満

大閃光
6inch regular

1~3%

→過酸化水素水の濃度を下げると
光度は上昇するのではないか

大閃光、6inch regular大閃光極



1. A2液を作成する
2. フタル酸ジメチル 80 ml,t-ブチルアルコール 20 

ml, 3 %過酸化水素水 5 ml,サリチル酸ナトリウム
8 mgを混合する（この液を以後B’液と呼ぶ）

3. A2液とB’液を暗所に持ち込み、混合する
4. 混合液をガラス棒で混ぜ、照度計で光度を測定する

5. その後 1 分ごとに光度を測定する（これを 20 分間
続ける）
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過酸化水素水の濃度を小さくすると、光度は減少した

→既存のケミカルライトの光度を分けている物

触媒であるサリチル酸塩が要因と考えられる



触媒であるサリチル酸ナトリウムを他の物質に変える
とどうなるかを実験してみる

色素の量を変化させる色素の量を変化させる

分離してしまった液の成分を探る
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